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プライシングバリアントがあり、そのうちバリアント 1, 2, 3は精巣特異的に発現す
る遺伝子であり、バリアント 4はユビキタスに発現する遺伝子であることが確認さ
れた。更に LEMD1 のバリアント 1, 2, 3はさまざまな種類の大腸がん幹細胞にお
いて高発現していることが確認された。siRNAを用いた遺伝子発現抑制試験及び遺
伝子過剰発現試験の結果により、LEMD1のバリアント 1, 3, 4は大腸がん細胞の増
殖と sphere形成・維持に関わっている事が推察された。今後、LMED1バリアン
トを標的としたがん幹細胞治療の橋渡し研究が期待される。 
 本研究は、大腸がんに対する新たな免疫治療や分子標的治療の開発に大きく貢献
すると考えられ、今後の発展が期待される。本論文は博士（医学）の学位授与に値
すると審査員全員から認められた。 
 
 
